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Rp 商品名 用量［基準量］ 投与方法 Day0 1 2 3 4 5 6 7

1 生食注(1ﾘｯﾄﾙ) 1 袋 div(ﾒｲﾝ) / 3hr
側管投与と同時開始

●

2 生食注（50mL)
硫酸Mg補正液1mEq/mL

1 瓶
8 mEq

div(側管) / 30min
生食注1Lと同時開始

●

3 ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ注ﾊﾞｯｸﾞ0.75mg/50mL
デカドロン注射液1.65mg

1 袋
6 A

div(側管) / 30min ●

4 生食注(250mL)
シスプラチン注

1 袋
　　　　 mg［25mg/m2］

div(側管) / 1hr ○

5 生食注（50mL) 1 瓶 div(側管) / ﾌﾗｯｼｭ ●

6 生食注(100mL)
ゲムシタビン注

1 瓶
　　　　 mg［1000mg/m2］

div(側管) / 30min ○

7 生食注（50mL) 1 瓶 div(側管) / ﾌﾗｯｼｭ ●

8 エスワンタイホウ配合OD錠 　　　　 mg
［80-120mg/day］※

po

06N014_胆道_GCS [ CDDP(1) + GEM(1)+S-1(1-7） 2週毎 ]
CDDP(Day1) + GEM(Day1) + S-1(Day1-7)  2週毎

◆　　　　　　月　　　　　　日（Day1)から　　　　　　コース実施。　　（　外来で実施　・　入院で実施　）

・必要時に応じてHydration量を追加すること。

※　エスワンタイホウ配合OD錠 　E法　（添付文書より）
用法 ： 通常、成人には初回投与量（1回量）を体表面積に合わせて下表の基準量とし、朝食後及び夕食後の1日2回、7日間
連日経口投与し、その後7日間休薬する。これを1コースとして投与を繰り返す。なお、患者の状態により適宜減量する。

用量（1回量）： 1.25m2未満→40mg/回 、 1.25m2以上1.5m2未満→50mg/回  、 1.5m2以上→60mg/回

● Day1 - Day7
※添付文書の用法・用量のE法に準ずる。


